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金沢大学十全医学会雑誌 第103 巻 第 3 号 639 －65 0 く19 弼

出産後の乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル に対する

授乳行動因子 に 関する研究

金沢大学医学部公衆衛生学講座 く主任代理 こ 中村裕之助教授う

坂 井 明 美
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母 子相互 作用の 立場か ら ， 乳汁 中ア ミ ノ 酸に 対す る授乳行動 の 関与を明 らか に す るた め に ， 産額期で ある出産後 1 カ月

お よび 出産後 1 年 目の 婦人26 名 を対象 に ， 授乳行動因子 と乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル をそ の 偏側性あるい は優位側 の 関係を中心 に

解析 した ． 授乳行動因子は 7 日 間の 母 親 の 記録よ り行 っ た ． 分析 した乳汁中ア ミ ノ酸 はイ ソ ロ イ シ ソ ，
リ ジ ン く1y si n e ， L y sI ， メ

チ オ ニ ン くm e thi o n in e ， M e tl ， ス レ オ ニ ソ くth r e o n i n e ， T h rl ， ヒ ス チ ジ ン ，
ア ル ギ ニ ン くa r gi n i n e ， A r gl ． ア ス パ ラ ギ ソ 酸

くa s p a rti c a cid ， A s pl ， グリ シ ン くgly c in e ， G lyl ， セ リ ソ くs e ri n e ， S e rl の 9 種で あ っ た ． 産裾期の16 名に つ い て は乳房皮膚温お よ

び乳房熱像図と の 関連をも併せ て検討 した ． そ の 結果 ， 授乳行動国子 を考慮 しな い 場合の 乳房 か らの 乳汁ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 左

右間の 比較 で は有意差を認 め なか っ た ． 左側の 相対的授乳行動と左側 の 乳汁 ア ミ ノ 酸 の 絶対値 と の 相関関係を ， ア ミ ノ 酸 レ ベ

ル の 左右差 と の 関係で調べ た 結果 ，
乳汁分泌状況が相対的に 良好 の 側 に 乳汁中 ア ミ ノ 酸 レ ベ ル が相対的に 高い と い う正 の 相 関

が
，
A s p と T h r に お い て 認め られ た ． 逆に M e t で ほ乳汁分泌状況 が相対的に良好の 側に 相対的に 低い と い う負 の 関係が認め

られ た ． 母 親 の 行動因子で ある授乳時間の 長 さに つ い ては ，
．
L y s ， A r g ， A s p ， G ly に お い て正 の 関係が示 され た ． 児例の 行動田

子で ある吸畷行動 に つ い て は T h r で 正 の 関係が 観察 された ． こ の 授乳時間の 長 さ と吸畷行動の 有意な関係は ， 掛 こ産額期に お

け る差に 基づ く こ とが 認め られた た め ，
こ の 時期の 哺乳機構の 未熟性 にしよ るもの と考 え られ た ． 乳房機能像に 対 して は T h r お

よび S e r が正 の 関連を示 した ．
こ の 結果 は ， 乳房 の 循環動態の 不 良が 乳汁分泌量だけ で なく ． 乳汁の 質の 低下 をも引き起 こす

こ とを示唆 して い る ． 以上 の 結果 よ り ， 授乳行動の 左右に お ける偏性 が乳汁中の ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 多寡を 決定 して い る こ と が

示 酸され ， 授乳行動の 偏性 の 問題を考慮 した 母 子保健指導の 重要性 が指摘 され た ．

K e y w o r d s a m i n o a cid ， b r e a s t－f e e din g ， l a c t a ti o n ， p O St p a rt u m ， S u C kin g

か っ て き 母 子保健対策が十分 に 行き届か な か っ た 頃の 我国の

乳児栄養に 関 して は ， 人工栄養改善 に 対 して の 意欲 の 高 ま りか

ら人工 乳の 母 乳化 へ の 関心 が強く ， そ れ 故 に ， そ の 時代 の 乳児

栄養に 関す る研究 と して は ， 母 乳の 阻成 に つ い て の 研究や ， 乳

児の 栄養法別 に よ る羅息率， 死 亡 率の 検討 ， ある い は有機塩素

剤である塩化 ヘ キ サ ベ ン ゼ ン ， デ ル ドリ ン
，
ジ ク ロ ロ ジ フ ェ

ニ ー

ル ト リ ク ロ ロ エ タ ン
，
ポ リ塩化 ビ フ ェ ニ ル 等が 母体 の 脂肪

鼠織 に 蓄積 され ， そ の 結果母 乳汚染 を惹起す る と い う 報告 な

ど
II

， 乳児の 身体 に 与え る影響に つ い て の 研究 が 多く を占 め て

い た ． と こ ろが
，
母 乳哺育は児の 成長 ， 発達， 感染防御 の 面の

みな らず， 近年は 母子 相互作用 の 確立 か らも重要で ある こ と が

諸家 細 に よ っ て 指摘 され て い る ． 我 国 で の 母 乳 運動 の 始 ま り

は
1 1 9 67 年 の 日本小児科学会栄養委員会 r 母 乳栄養 を勧むJ の

勧告に さか の ぼ る ． さ らに 国際的に は 悸L 児栄養と母 乳哺乳

をテ ー マ に した1 97 4 年の 第27 回 W H O 総会で も同様 に 勧告が決

議され た ． こ れ を受 けて 日本 で も1 97 5 年に 厚 生省か ら ，
仁母 乳

運動推進 に つ い てJ の 通達が だ され ， 自治体お よ び関係団体に

協力を要乱 現在の 活動 が展開 され て い る
4，

． 母 乳運動 の 推進

が開始され て 以乳 母乳栄養は 母 乳哺育と して そ の 概念の 広が

り をみ せ た ． こ の よう に 母 乳栄養が ， 人工 乳の 開発お よ び著 し

い 改良に もかか わ らず
，
母 乳哺育の 基本と して の 性 格が確立 さ

れ た背景に は ， K l a u s ら
5 仰
の 功績に よ る と こ ろも大きい ． すな

わ ち ， 彼等が母 子の 行動心 理 学的な相 互作用 を 重視 した結果と

い え る ． こ の よ う に 母乳哺育の 問題は ， 母 乳成分自体 の 児に 与

え る影響と同時 に ， 母 子間 の 相互 作用 を同時に 取 り扱う必要が

ある ．

と こ ろ で乳児の 発育に 重要と され る蛋白質の 評価 の 指標で あ

る ア ミ ノ 酸組成は よ 乳児 に は どれ が適切か ほ 解明され て い な い

が
， 成長， 発達の 著 しい 乳児期に は適 正な 蛋白質を与 え る こ と

は
l
ア ミ ノ 酸 の 供給の た め に 欠か す こ とは で きな い ．

ア ミ ノ 酸

は 蛋白質が消化吸収され て 体内に 取 り込 まれ 血液 ， 鹿肉 ， 内臓

な どの 構成要素 とな り， また 酵素や ホ ル モ ン と して代謝や そ の

調節に 重要な役割を果たす
8I

．

一

方に お い て 特定 の ア ミ ノ 酸 に

偏 ると ， 利用効率が悪くな り著 しい ときに は体 の 機能に 支障を

きたす場合も起 こ る． 例 えば ア ミ ノ 酸代謝の 未熟な時期に 不適

切な高蛋白質乳で哺育され た 新生児は l 高ア ミ ノ 酸血 症の 状態

と な り
， 脳 や 知能 の 発育 に 悪影響 を 及 ぼ す と も い わ れ て い

る
91

． こ の よ うに 児の 成長に と っ て 母乳哺育は栄養補給 の み に

平成 6 年 5 月2 6 日受付， 平成 6 年 6 月2 0 日受理
A b b r e via ti o n s こ A r g ， a r g in i n e ニ A s p ， a S p ar ti c a cid 三 G ly ， g ly ci n e ニ Hi s ， his tidi n e ニIle ， is ol e u ci n e ニ L y s ， 1y sin e ニ

ー M et
，

1．m et hi o n in e ニー S e r ， S e ri n e i－T h r ， t h r e o nin e



6 40 坂

と ど ま らず ，
S pit z ら

叩
は 乳児が 長期間に わ た っ て 母 親 と の 接

触 を剥奪 され ると 精神 ， 運動発達上 に 欠陥が認 め られ る と報告

して い る ように 母 乳哺育に つ い て の 研究に あた っ て は ， 母 と子

の 行動 お よ び乳汁組成の 両 方面か らの ア プ ロ ー チ が 必要 と な

る ． 本研究 で は l
母 子相互作用の 立 場か ら授乳行動因子 と人間

の 成長， 発達 に 重要と され る 乳汁中 ア ミ ノ 酸と の 関連を 明らか

に し ， 母 乳哺育の あ り方に つ い て検討 した ．

対象および方法

I ． 対 象

本研究 の 対象は1988 年か ら198 9 年 の 間 に ， 金沢大学医学部附

属病院で正 常分娩に よ り出産 し， 療人科領域に疾患 を有 さ な い

婦人の うち ， 本研究 の 趣旨に 同意 が得 られ た26 人で ある ． そ の

内訳ほ 出産経験別 では 初産婦1 3 人 卜 経産婦13 人 で ある ． 時期別

で ほ 産裾期 である出産後 1 カ月 で ほ初産婦 9 人， 経産婦 7 人，

出産後1 年 で は初産婦 4 人 ， 経産婦 6 人 で ある ． なお 対象の 年

齢ほ25 一 り 3 4 歳 く平均値 お よび 標準偏差 ，
27 ．4 士2 ．1 引 で ある ．

正 ． 方 法

授乳行動因子 の 評価 に つ い て ほ 7 日 間の 母 親の 記録よ り評価

し
， また ， 乳汁 の 採取 は 授乳行動因子 の 評価 に 先 だ っ て 行 っ

た ． なお ， その 採取 お よ び評価の 期間前 1 週間お よ び 期間中ほ

日常の 食事を摂 る よ う徹底 した ．

1 ． 授乳行動田子調査

授乳行動と関連 した 田子 を検討する た め に ， 対象の 利き手 ，

食事傾向， 噂好， 体質 ，
乳汁分泌状況 ， 授乳時間の 長 さ ， 吸 畷

行動等を ， ま た経産婦 に お い て は そ の 他に 前回 の 栄養方法 ，
母

乳哺育期間等の 因子に つ い て 観察記録お よ び直接面接法に よ り

調査 した ． そ して 閑適 の あ っ た 下記の 項 目 に つ い て 比較検討 し

た ．

り 乳汁分泌状況の 評価

授乳時 に お け る左
，
右乳房か らの 乳汁畳の 多寡を比較 した ．

これ に ほ 乳汁分泌量の 多い 側 の 一 方の どち らか を 母 親が 1 日 の

観察記録 と して 記載 し ， こ れ を 7 日間記録させ た ．

－ 側の 乳汁

分泌量 の 多 い 日 が 5 日以上 ある場合ほ ， そ の 側を 優位側と し ，

3 日 ある い は 4 日 の ときほ 偏性 な しと した ． な お ， 左側 に おけ

る授乳行動因子の 相対的評価 を行うた め に ， 左側優位が 0
一
旬 2

日 く右側優位が 7 へ 一 5 別 の 場合は ， 左側に お ける相対的乳汁分

泌不 良， 左側優位が 3 r
へ－ 7 日 く右側優位が 4 一

－ 0 別 の 場合は
，

左側 に おけ る相対的乳汁分泌良好 と した ．

2う 授乳時間の 長 さの 評価

母 親 の 行動因子の 評価は授乳時間 の 長 さを 指標 と した ． 左右

の 授 乳時間を毎回記録 させ て ， 授乳 に 長時間要 した側 をそ の 時

の 授 乳優位側 と した ． こ れ を 7 日間記録 させ た上 で ， 乳汁分泌

状況の 評価同様 ， 優位側 ， お よ び左側 に お ける相対的授乳時間

の 短縮 を評価 した ．

3つ 吸慣行動の 評価

井

児側 の 授乳行動因子の 評価は ， 哺乳を受けて い る時の 児の易

吸畷性 で評価 した ． 1 日の 哺乳時の 観察か ら ， 易吸 畷側が過半

数を占め る側を そ の 日の 優 位側 と した ． こ れ を 7 日 間記録さ

せ
， 乳汁分泌状況 の 評価同様

， 優位側， お よ び左側 に お ける相

対的吸畷行動 の 不 良お よび 良好を決定 した ．

2 ． 乳汁 中ア ミ ノ 酸分析

試料の 採取 こ 手指を70 ％ エ タ ノ ー ル 綿で 清拭後用手法 で左右

乳汁を各々 約 3 m l を滅 菌試験管 に 採取 した ． 乳汁 の 採取時刻ほ

午前11 時か ら12 時 と した ． こ の 乳汁ほ 最初に 超遠 心器 T し100

くべ ッ ク マ ソ ジ ャ パ ン
， 東京I を用 い t

上軋000 r p 町 3 0 分 で乳清層

と脂肪層に 分離 し， さ らに 乳清層 か ら 20 恥1 を バ イ オ ピ ペ ッ ト

で取 り出 し， 3 0 ％ ス ル フ ォ サ ル チ ル 酸で 除蛋白 した ． そ の後 ，

再び 超遠心巻く30 ，0 0 0 r p m ， 2 0 釧 を 行い 上清 10 恥1 を 採取
， 同

量 の 試料用緩衝液 で ， p H を2 ． 1 に 調整 後 ，
ア ミ ノ 酸分析機

S y s t e m 6 3 0 0 E くべ ッ ク マ ン ジ ャ バ ソl を 用い て ， イ ソ ロ イ シ ソ

くi s ol e u c in e ， Il el ， リ ジ ン く1y si n e ， L y sl ， メ チ オ ニ ン くm e thi o ni n e ，

M etl ， ス レ オ ニーン くth r e o ni n e ， T h rン， ヒ ス チ ジ ン くhis tidi n e ，

H i sl ， ア ル ギ ニ ン くa r gi ni n e ， A r gl， ア ス パ ラ ギ ン 酸 くa s p a rtic

a cid
，
A s pl ， グ リ シ ソ くgly ci n e ， G lyl ， セ リ ン くs e ri n e ， S e rl の 9 種

の ア ミ ノ 酸 レ ベ ル を測定 した ．

3 ． 乳房皮膚温 の 測定

左乳頭よ り約 5 c m 上 部 に 皮膚温測定用 の セ ン サ ー Y A－1 くヤ

ヨ イ1 を貼布 ， 温度 プ リ ン タ ー Y A M － 81 0 1 くヤ ヨ イ ， 東京ンを用

い 自動印字記鐘 した ． な お 測定時刻 ほ午前11 時 へ 1 2 時と した ．

4 ． 乳房の 磯能像 の
t
観察

コ ン タ ク トサ
ー モ グ ラ フ ィ

ー 法 で機能像の 観察を した ． こ の

方法 は コ レ ス テ リ ッ ク液 晶 マ イ ク ロ カ プ セ ル を
一

様 に 塗布した

4 種 の 液晶 フ ィ ル ム プ レ ー

トく千代 田 メ デ ィ カ ル
，
東京1 の 中か

ら ， 最も豊富な色彩 パ タ ー

ン を呈 す る温度 プ レ ー

トを 選び ， 3 0

秒 間乳房に 貼布 し ， 表出 した機能像 を ポ ラ ロ イ ド写真に よ り記

録 した ． な お 測定の 際の 環境条件 は室温 20 ノ ー 2 5 て二
， 湿度50 一 －

6 0 ％の 無風状況下であ っ た ． さ らに 対象 に は 上 半身を数分間虜

出させ 座位で 上 肢を 挙上 させ た ．

m ． 統計処理

相関関係は P e a r s o n の 相関係数を使用 した ． 2 群の 平均値の

差の 検定に ほ 分散が等 しい 時は S t u d e n t の t 検定 を ， 等 しく な

い とき に は W el c h の t 検定 を用 い た ． ま た 3 群間の 平均値の差

の 検定 に ほ
一

元 配置分散分析を行い ，
B o n f e r r o n i 法に て 多重比

較を行 っ た ． す べ て の 統計処理 ほ 有意水準0 ． 0 5 未満を 有意と し

た ．

成 績

工 ． 乳汁中 ア ミ ノ酸 レ ベ ル の 偏側性に つ いて

本研究 で検討 した ア ミ ノ 酸 は Il e ， L y s ， M e t ， T h r ， H i s ， A r g ，

A s p ， G l y ， S e r の 9 種 で ある ． 表1 は 乳汁中ア ミ ノ 酸 の 左右乳汁

の 平均値 と標準誤差を示す ．
ア ミ ノ 酸 レ ベ ル に 有意 な左右差は

T a bl e l ． A m in o a cid le v els i n th e T n il k l r o r n th e rig ht o r I r o m th e I eft b re a st d u Ti n g p o stp a rt u m

N u m b e r o f

Sid e of b r e a s t s u bj e c Is
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荘 ． 授乳行動因子

乳汁分泌状況 の 評価で は26 人中， 右優位側 9 人 ， 左優位側12

人 ， 他の 5 人 は偏性なく どち らも乳汁分泌良好 で あ っ た ． 授乳

時間の 長さ の 評価 でほ ， 左 右 どち ら か に 授乳時間の 優位側 が

あ っ た の は17 人で あり
，
そ の 内訳は ． 右側 l

左側優位の 人は そ

れ ぞれ 8 人 ， 9 人 であ り
，
偏性 な しほ 9 人で あ っ た ． 吸畷行動

の 評価で右優位を示 した 人ほ 6 人， 左優位は 9 人で 偏性な しは

11 人で あ っ た ．

皿 ． 左側 におけ る授乳行動因子 の相対評価 と乳汁中ア ミノ酸

レベ ル との 関連

表 2 は ， 左側乳汁中 ア ミ ノ 酸 レ ベ ル を左側 に お け る相対的授

乳行動国子 に つ い て 比較 した ． 乳汁分泌状況 と有意差の あ っ た

ア ミ ノ酸 は M et と A s p で あ っ た ． M e t は左側に お ける相対的

乳汁分泌不 良の 場合 に 有意 に 高く くp く0 ．0 5l ， A s p ほ 有 意に 低

か っ たくp く 0 ．0 引 ． 授乳時間の 長 さに つ い て は ，
左側の 相対的授

乳時間短縮が ある場合の L y s ， A r g ， As p ， G ly の レ ベ ル は 有意な

低値 を 示 す こ と が 認 め ら れ た くそ れ ぞ れ p く0 ．01 ニ P く0 ．0 1 ニ

p く0 ．0 5 ニ p く0 ．0 5う． 吸畷行動の 比較 で有意差の あ っ た ア ミ ノ 酸

は T h r で あ っ た ． 乳汁分泌状況 ， 授乳時間の 長 さと 同様に 左側

の 相対的吸畷不良 の 場合の ア ミ ノ酸 レ ベ ル は 有意 に 低い 結果を

示 した くp く0 ．0 引 ．

衰 3 は左側乳汁中 ア ミ ノ 酸 レ ベ ル に 対す る左側 に お ける相対
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乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル に 対する授乳行動因子

的授乳行動困子に つ い て の 比較を産額期 で ある出産後 1 カ月 に

お い て実施 した結果 を示 す ． 乳汁分泌状況 に つ い て は い ずれ の

ア ミ ノ酸 レ ベ ル に お い ても有意な差 ほ認 め られ な か っ た ． 授乳

時間の 長 さに つ い は t 左側の 相対的授乳時間短縮がある場合の

L y s ， A r g の
レ ベ ル が有意な 低値を示 す こ とが 認め られ たくそ れ

ぞれ p く0 ．0り ． 次に 児側 の 行動因子である吸 畷行動の 比較 で有

意差の あ っ た ア ミ ノ 酸 は T h r で あり ， 左側 に おけ る相対的吸畷

不良の 場合 に ア ミ ノ 酸 レ ベ ル が 有意 に 低 い 結果 が得 ら れ た

くp く0 ．0 51 ．
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表4 ほ 出産後1 年に お ける乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 比較 を示

す ．
こ の 時期に お い て ほ

．
左側乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル と左側に

お け る相対的授乳行動因子 と の 関係 に は 有意差 は認 め られ な

か っ た ．

町 ． ア ミ ノ酸 レベ ル と乳房皮膚温の相関

図1 は 出産後1 カ 月時の 左側乳房か らの 乳汁中 ア ミ ノ酸 レ ベ

ル と 左側乳房の 皮膚温を比較 した結果 で ある ． 乳房皮膚温 と有

意 の 負 の 相関が認 め ら れ た ア ミ ノ 酸 は A r g だ け で あ っ た
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あ っ た ア ミ ノ 酸は Il e ， L y s ， M e t で あり ， 弱い 正 の 相関が 認め ら

れ た の は T h r ， A s p ， G l y で あ っ た く蓑 5I ．

V ． 乳汁中 ア ミ ノ酸 レ ベ ル と授乳行動因子の偏側性と の 関連

26 人の 個 々 に お い て 右側乳汁 の ア ミ ノ酸僅か ら左側乳汁の そ

れを 引い た ア ミ ノ 酸の 左右差を指標に ，
乳汁分泌状況， 授乳時

間 の 長 さ， 吸畷行動 ， 乳房壊能像の 偏側性 との 関係を調 べ た ．

図2 ほ乳汁分泌状況の 優位側 とそ の ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 左右差
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との 関係を 示 す ． こ の 関係に お い て有意差の あ っ た ア ミ ノ 酸は

L y s ， M e t ， T h r ， A r g で あ っ た ． L y s ， M e t ， A r g は 右が優位側の

場合と左が優位側の 場合の 比較 に お い て ， 左が優位側の 場合に

こ れが有意に高くくp く0 ．0 引，
一

方 ，
T h r ほ 右が優位側の 場合に

有意に 高い 結果であ っ た くp く0 ．0 5I ．

図3 ほ授乳時間の 長 さの 優位側 と ア ミ ノ 酸 レベ ル の 左右差の

関係を示 した 結果である ． 有意差 の あ っ た ア ミ ノ 酸 は L y s と
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乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル に 対す る授乳行動因子

Hi s で あ っ た ． L y s に つ い て は右が 優位側の 場合 と偏性な しの

場合の 比較に お い て ， 右が 優位側 の と きに 有意 に 高い 結果 を示

した くp く0 ．0 引． ま た His で は右が 優位側の 場合 ， 左優位側 お よ

び偏性 な しの 場 合 に 比
べ 有意 な 高値 を 示 し た くそ れ ぞ れ

p く0 －0引 ．

囲4 は吸畷行動の 優位側 に 対 して ア
ミ ノ 酸 レ ベ ル の 左右差を
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比 較 した 結果 であ る ． 有意差 の あ っ た ア ミ ノ 酸 は Il e ， L y s ，

M e t
，
H i s

，
A r g であ っ た ． Ile

，
L y s ， M e t に つ い て は偏性な しの

場合と左が 優位側の 場合の 比較で は左が 優位側 の 場合 に 有意な

高値を認 めた くそ れ ぞれ p く0 月5 ニ P く0 ．0 巨 p く0 ．0引． A r g で は

左側が優位な場合に ， 右が優位側 の 場合あ るい は偏性 な しの 場

合に 比べ 高 い 値を 示 した くそ れぞれ p く0 ．0 5 ニ p く0 ．0 り ．
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H is に つ い て ほ 右が 優位側の 場合に
， 偏性な しある い は左 が 優

位側 の 場合 に 比 べ ， 有意 な高値 を 示 した くそ れぞれ p く0 ．0 1 ニ

p く0 ．0引 ．

W － 乳汁中 ア ミ ノ酸 レ ベ ル と乳房機能像 との 関連

図5 は コ ン タ ク ト サ ー モ グラ フ ィ
ー か ら表出され た乳房機能
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像の 比較と ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 左右差 の 関係 を 示 した も の で あ

る ．
サ ー モ グ ラ フ ィ

ー

で高温像が認め られた 側を 優位側と した

時に
， 有意差 の あ っ た ア ミ ノ 酸ほ Th r と S e r で あ っ た ． T h，

と S e r は と もに 右側が 優位側 とな っ た場 合に ， 左 が優位側の と
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乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル に 対す る授乳行動国子

考 察

産祷期 に お ける乳汁分泌の 良否 に は ，
プ ロ ラ ク チ ソ を ほ じ

め
，
多く の ホ ル モ ン が複雑 に 関与する と い われ る

11 ト 15I
が ， それ

らの ホ ル
モ ン の 分泌ある い は乳腺 に お ける受容体 の 活性は l 母

子相互作用の 基本である授乳行動
1611丁

丹こも大きく影響 を受け る

と され る ．
こ の よ うな 母 子相互作用 の 点か らの 乳房管理法

18，
が

試み られ てお り ， 近年の 研究で は 乳汁量の 促進の み な らず ， 乳

質が乳児の 成長 ， 発達に 重要な影響を与え ると して ， 授乳行動

との 関連で 乳質に つ い て も検討を加え た 方向
1 嘲

へ と 展開 さ れ

てお り ， 本研究 に お い て も乳質 の 重要な要素と して乳汁中の ア

ミ ノ酸 レ ベ ル に つ い て 分析 した ．

と こ ろ で乳房 は左右 1 対の 器官で は あるが ， 厳密に は左右で

全く同 一 の 形態 ， 機能を 有する とほ 考 え に くく l
さ ま ぎま の 要

因に よ り変化 し， 自ずか ら乳質 に も差異が推測 される が こ れ を

明 らか に した研究は少な い ． 部群
1，
は 乳汁分泌量 の 左右差 を認

め
，
偏側性に 関わ る様 々 な 要因を想定 して い るが ， 具体的な因

果関係を解明す る に至 っ て い な い ．
こ の よう に 授乳行動の 偏側

性に は ， 多く の 粟国の 関連が推定 され る が ，
さ ら に ， そ の 結果

生じる乳汁自体 へ の 影響を 調べ る こ と も極 め て重要 と考え られ

る ． そ こ で ，
こ の こ と を 明 らか に す る た め に 本研究 で は ， 授乳

行動と ア ミ ノ 酸 レ
ベ ル の 関係の 解析 に と どま らず ，

ア ミ ノ 酸 レ

ベ ル を授乳行動の 優位側 と の 関連で検討 した ．

まずア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 左 右比較 に つ い て は ． 検 討 し た 工1 e ，

Iy s ， M e t ， T h r ， H i s ， A r g ， A s p ， G ly ， S e r の 9 種 に お い て ほ ， 有

意な差は認め られ な か っ た ． こ の こ とは 蛋白質濃度 の 場合
22，

，

あるい は工g A 濃度
2 3I
で 比較 した場合 に お い て も左右差が な い と

され て お り ， 後述す る授乳行動因子 との 関連で捉え な い 限 り ，

乳汁中の ア ミ ノ 酸 レ ベ ル に左右差が な い こ と が 確認 された ． こ

の こ とほ ア ミ ノ 酸 レ ベ ル で ほ な い が ， 左右の 乳汁間を蛋白質濃

度で比較 した M c G ell a n d ら
221
の 報告に 一 致 して い る ．

乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル と 授乳行動 に つ い て の 関係を左 ， 右側

で 分析 した ． 蓑 2 は 対象と した左側 の 相対的授乳行動と左側の

乳汁中ア ミ ノ 酸 の 絶対値と の 関係 を示 した もの で あ り， 因2
一
一

因4 ほ授乳行動 の 優位側と ア ミ ノ 酸 の 右側か らみ た 相対値 で あ

る ． これ らの 図表か ら ， 授乳行動 の 相対的良否 と ア ミ ノ 酸の 相

対的 レ ベ ル の 関係 を把達す る こ と が 可能 と な っ た ， すな わ ち授

乳行動が相対的に 良好 である場合に ，
ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 相対的

レ ベ ル の 高値を 認め た場合を 正 の 関係， 授乳行動が相対的に 良

好で な い 場合に
，
ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 相 対的 レ ベ ル の 高値を 認め

た 場合に ほ 負 の 関係 とす る こ と が で き る ． 乳 汁 分泌状況 と

As p ， T h r に つ い て は 正 の 関係が ， ま た M e t ， L y s ， A r g は 負の

関係が認 め られ た ． ま た母 親の 行動因子 で ある授乳時間の 長さ

に つ い て ほ
，
L y s ， A r g ， A s p ， G l y に お い て 正 の 関係が 示 され ，

児側の 行動因子である吸畷行動 に つ い て は T h r で正 の 関係が ，

A r g で 負の 関係が 観察 された ． さ ら に 表 2 で の 有意差が認め ら

れた関係は ， 表 3 お よび表 4 か ら
，
そ れ が 出産後1 カ月 と い う

早い 時期で の 差 に 基づ く こ とも確認 され た ． M e t を 除く多くの

ア ミ ノ 酸と授乳行動の 正 の 関係 は ， 逆 に い え ば 授乳行動 の 不 良

の ときの 乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 低値を 示 唆 して お り， 出産後

1 カ月 に おけ る母子 相互 作用の 立 場か ら考察す ると ，
出生後間

もな い こ の 時期 の 哺乳鶴橋の 未熟吐に 由来す る と推測され る ．

金子ら叫 ほ乳児の 哺乳機構の 発達段階を月齢 に応 じて 4 段階に

区分 した 書 生後間も な い山1 カ月 ま で の 哺乳行動ほ反射的吸畷 に
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よ る と され る ． 乳汁は 授乳終了後も分泌 され て 乳管や 乳管洞に

貯留され て い る と い わ れ ，
こ の と きの 乳 汁は 濃度が薄 い た め

に
， ある程度の 吸畷力と時間を要す る こ と に よ り濃度の 高い 乳

汁が分泌 され ると い わ れ る
卿

． こ の よ う に 吸畷時間が短 か っ た

り ， 吸畷能力が弱い 場合の 授乳行動が ， 本研究 で認め られ た よ

うな乳汁を試料と して採取 した 場合に お ける ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の

低値の 理 由とな ると 考え られ る ． 逆に 3 ケ 月 以降で は 哺乳機構

は成熟の 段階 とな り， 反射的吸騒が退化 し， 吸畷能力が強度 と

な る とい う事実ほ ， 生後 1 年に お い て は 吸 畷行動因子と ア ミ ノ

酸 レ ベ ル と の 関係は 認め られ な か っ た と い う 本結果 を支持す

る ． した が っ て 出生後の 月齢の 浅い 3 ケ月 まで の 授乳行動と し

てほ
－

側の 乳房で あ る程度 の 授乳時間をか け る必要があ る こ と

が示 唆 され た ．

以上
，
乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル と 授乳行動 の 関係の 全般的な傾

向を考察 した が ， 授乳行動 の 各因子， すなわ ち乳汁分泌状況，

母親 の 行動因子で ある授乳時間の 長さ ， 児側 の 行動因子 である

吸畷行動と ア ミ ノ 酸 レ ベ ル に つ い て の 個々 の 検討も大変興味深

い ． 乳汁分泌に 関 して は 乳汁分泌量と新生児側因子 ， 母体側因

子お よ び母 子 相互作用 と の 関連 に つ い て 諸家 の 報告
がトペ朝
が あ

る ．
これ らの 報告の ほ とん どは乳汁量と そ れ に 伴う母 乳哺育率

に つ い て追及 され たもの が 多い ．

一 方 ， 乳汁分泌 と乳成分の 報

告の 中で少数 で は あるが ， 授乳前後 の 蛋白質濃度を比較 し， 授

乳後が約1 ． 3 倍高い と するもの や
細
， ま た乳汁量と の 関係か ら米

山 ら
抑
ほ 乳汁分泌量と蛋白質濃度を検討 し， 有意な 負の 相関に

あると 報告 して い る． 7 日 間の 左 ある い ほ 右乳房 で の 乳汁分泌

量を
，
客観 的に 評価するた め に は授乳 の 都度， 哺乳量を測定，

記録 し ， 哺乳後の 乳房内に 残留す る乳汁を ， 用手法も しくは電

動式で搾乳 し， そ の 合計で 分泌量を算出す る方法 が 用 い られ る

こ とが ある ． しか し本研究で は乳汁分泌状況に 加 え て ，
授乳時

間 の 長 さを 分析す る こ と に よ っ て 母子相互 作用 に 強 さ を評価す

る こ と に 重点 を置い て い るた め に ，
これ ら の 報告と あま り 一 致

しない と 考え られ る． 特 に L y s や A r g に 認め られ た ような授

乳時間の 長さ に 対する 関係が乳汁分泌状況 に 対する関係 と異な

る こ とほ 母 子相互 作用の 強 さと 乳汁分泌量 とほ 同
一

の 指標と し

て 考え る こ と が できな い と い う こ と が 窺い 知れ る ． 授乳行動と

乳質 の 関係 に つ い て 乳 汁中の 脂肪濃度を指標 に 検討 し た 研

究
3一服
丹こお い て も ，

授乳行動の 左右 に お け る偏性 が 母 乳中 の 脂

肪濃度 の 偏性を引き起 こ して い る こ と を指摘 して い る ． 本結果

に お ける ア ミ ノ 酸 レ ベ ル に お い て も同様に 授乳行動の 左右に お

ける偏性 がそ の 多寡を決定 して い る こ と を 示唆 して お り， 授乳

行動の 偏性 と母 乳成分 に ほ 大い に 関連す る こ と が推測さ れ る ．

児側の 因子と して の 吸 畷行動は哺乳 の 基礎で あり ， そ の 機構

に つ い て は
，
A r d e n

33

りこ よ っ て 吸畷 と囁下が協調 した 反射運動

で あ る こ と が解明 され て い る ．
こ の 行動は 単に 乳汁を摂取す る

の み で なく ， 出生後の 乳児の 行動ある い ほ 心理 現象 の 指標と し

て 用い られ る こ とが 多い と され て い る ように ， 吸畷機構が十分

作用す る こ と ， すな わ ち吸畷行動が良好であ るた め に ほ ， 母 親

の 身体的因子 と して は 乳房 の 形お よ び児 の 吸畷に適 した乳首の

大き さ － 長さ な ど の 必要条件以上 に ，
児側 と して 哺乳障害 の な

い こ とや
，
吸畷 の た め の 必要な基礎体力が必要で あ る

抑
． ま た

頻 回 の 吸畷行動 ほ プ ロ ラ ク チ ン 値を 高値 に 維持 し ， そ の 結果乳

汁分泌量の 増加 に 作用する こ とも知られ て い る
脚 7I

． した が っ

て 吸畷行動と T h r に おけ るア ミ ノ 酸 レ ベ ル と の 間の 正 の 関係

は
， 児側 の 授乳行動 の 良否が乳汁分泌量だけでなく ， 授乳の 質
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に も影響する こ と を窺わ せ る ． こ の ア ミ ノ 酸 は乳汁分泌状況 と

も正 の 関係を有 して お り， 児 の 発育に 非常 に 重要な ア ミ ノ 酸 で

ある
叩
こ と を 考え合わ せ れ ば ，

こ の 正 の 関係は母 子相 互作用 に

お い て 授乳行動の 重要性を示 す結果 と考え られ る ．

ア ミ ノ 酸の 中で ， 乳 汁分泌状況 に 対 して負 の 関係を有す る こ

と を示 し得た の は M e t で あ っ たく表 2 お よ び図 2 1 ． ラ ッ ト に 対

し単
一

ア ミ ノ 酸を飼料 に添加 し， そ の 成長 を検討 した 松村 の 研

究
35

りこよれ ば
， 最も成長抑制の 強 い ア ミ ノ 酸が M e t で ある こ と

を 報告 して い る ．
こ の よ うに

， 授乳行動 が良好な場合 に ほ ， 過

剰摂取に よ る成長阻害 を促す ア ミ ノ 酸の 分泌が 抑制 され る と い

う点で も授乳行動 を評価す る重要性が指摘 され る ．

乳房機能像 を把捜す るた め に195 0 年代か ら乳房温度を測定す

る方法
3 仰
が な され た が 近年 コ ン タ ク ト サ ー モ グ ラ フ ィ

ー

は 乳

房 の 血 管分布状態を よく反映す るた め ， 乳房の 循環動態を精度

よく評価可鎗
381
と し

，
ま た乳腺疾患 の 補助診断 と して広く用 い

られ て い る ， 著者 ら
391
は 妊娠期か ら産祷期に か け て コ ン タ ク ト

サ ー モ グラ フ ィ
ー

を 用 い て乳房機能像を評価す る こ と に よ り乳

房管理に有効 で ある こ とを 示 して きた ． 乳房機能像 と乳汁分泌

と の 関連もよく知 られ て お り叫
，
乳房機能像 と ア ミ ノ 酸 レ ベ ル

の 正 の 関連を示 した本結果 ほ ， 乳房 の 循環動態の 不 良が 乳汁分

泌量だけで なく ， 乳汁 の 質 の 低下を も引き起 こ す こ とを 示唆 し

て い る ．

一

方 ，
ア ミ ノ 酸 レ ベ ル と乳房皮膚温 の 相関で は ， 有意

な 負の 相関が A r g に お い て認め られ て お り ， さ らに A r g で は

授乳時間に 対 して ほ正 の 関係を 有 しな が ら ， 乳汁分泌状況あ る

い は 吸饗行動 に 対 して は負の 関係が認め られ て お り ， 授乳行動

の 中 で の A 工g の 意義 に つ い て は 今後 の 課題 と思わ れ る ．

以上 ， 授乳行動 の 指標 と して 用い た乳汁分泌状況
． 授乳時間

の 長 さ ， 吸畷行動 に 対す る ア ミ ノ酸 レ ベ ル の 関係を 中心 に 分析

した が
，
こ の 種 の 行動的 パ ラ メ ー タ に 絶対的な評価法が存在 し

な い た め に
， 本研究で は左右 との 比較あるい ほ偏側性を求め る

こ とで 評価 した ． 適正 な保健指導に よ る授乳行動の 改善が ア ミ

ノ 酸 レ ベ ル の 是正 に つ なが る こ とが 示 され るな らば， 乳汁中ア

ミ ノ 酸が授乳行動 に よ っ て強く影響 され る こ と が 一

層 ， 明 らか

に な る と考 え られ る ．

結 論

母 子相互作用 の 立場か ら ， 授乳行動と乳汁中ア ミ ノ 酸 との 関

連を 明らか に す るた め に
， 授乳行動因子 と乳汁中 ア ミ ノ 酸 レ ベ

ル を そ の 偏側性ある い は優位側の 関係を中心 に 分析 し ， 以下の

結果を得 た ．

1 ． 授乳行動因子を考慮 しな い 場 合の 乳房か らの 乳汁ア ミ ノ

酸 レ ベ ル の 左右間の 比較 で は 有意差 を認め な か っ た ．

2 ． 左側 の 相対的授乳行動 と左側 の 乳汁 ア ミ ノ 酸の 絶対値 と

の 相関関係を調 べ ，
こ の 分析に 加えさ ら に ア ミ ノ 酸 レ ベ ル の 左

右差と の 関係を調 べ た 結果 一
乳汁分泌状況が相対的に 良好の 側

に 乳汁中ア ミ ノ 酸 レ ベ ル が 相対的 に 高 い と い う正 の 相 関が ，

A s p と T h r に お い て 認め られた ． 逆に M e t で は乳 汁分泌状況

が相対的に良好の 側に 相対的に 低い と い う負の 関係が認められ

た ．

3 ． 母 親 の 行動因子 であ る授乳時間の 長 さに つ い て は ．
L y s ，

A r g ， A s p ， G ly に お い て 正の 関係が示 され た ．

4 ． 児例の 行動田子 で ある吸畷行動に つ い てほ T h r で 正 の 関

係が 観察 された ．

5 ．

．授乳時間 の 長 さ と吸畷行動の 有意な関係は特 に ， 産裾期

で ある 出産後 1 カ月 の 差 に 基づ く こ と が 認め られ たた め
，
こ の

時期 の 晴乳機構 の 未熟性に よ るもの と考えられ た ．

6 一 乳房 機能像 に 対 して は T h r お よ び S e r が正 の 相関を示 し

た ．
こ の 結果は ， 乳房の 循環動態の 不 良が乳汁分泌量だけで な

く， 乳汁 の 質の 低下を も引き起 こ す こ と を示 唆 して い る ．

以上 の 結果 よ り
，
授乳行動の 左右 に お け る偏性 が乳汁中の ア

ミ ノ 酸 レ ベ ル の 多寡を 決定 して い る こ と が示 唆 され ， 授乳行動

の 偏性 の 問題を考慮 した 母 子保健指導の 重要性が指摘 され た ．
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